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研究成果の概要（和文）：本研究では，語学学習支援システムを用いて収集することができる教育ビッグデータ
を用いて，学習者の現在のコンテキストに応じた適切な画像を推薦する，Feature-based Context-specific 
Appropriate Images (FCAI)方式を提案する．このFCAIは，ユビキタス学習環境内で収集した教育ビッグデータ
内に含まれる単語，時間，場所，語彙レベルや画像から，学習者のコンテキストに応じて，適切な学習教材を推
薦することで，学習者の語彙能力向上を目指す．これにより，国によって認識が違っていたイメージの解釈を学
習者間で共有し，深く学ぶことができるユビキタス学習環境を実現する．

研究成果の概要（英文）：In this research, lifelog images are analyzed for recommending Feature-based
 Context-specific Appropriate Images (FCAI) images. FCAI images are determined according to the 
foreign language learners' current context by using educational big data that are collected from a 
language learning support system. We proposed a Distributed Semantic Model(DSM) for analyzing 
lifelog images. We also analyzed words, time, place, vocabulary level and images as the educational 
big data from SCROLL(System for Capturing and Reminding Learning Log) server. The outcomes of this 
project are- 1) the creation of a small-scale wordbank using NLP techniques, 2) the development of 
image analysis tools where AI-based methods are leveraged, and 3) the development of recommendation 
tools called LFO panels that can recommend authentic and partially-authentic logs to foreign 
language learners. 

研究分野：教育工学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究は, CALL,mラーニング,ライフログ画像分析,ユビキタス学習,外国語語彙学習など研究分野に大きく貢
献します. この研究は, 言語学習におけるapplied AIの採用を促進します. さらに、この研究は、Society 5.0
言語学習のギャップを埋めるのに役立ちます. 関連する科学団体（APSEC,SOLAR,AACE, IIAI AAIなど）からこの
研究について肯定的なフィードバックを受けました.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
Society 5.0 では，多様で複雑な社会的・教育的問題を解決するため，教育ビッグデータ
を処理することが世界的なトレンドになっている．モバイルプラットフォームで提供され
る Society 5.0での言語学習用の人気のある語彙学習ツール（iKnow, Duolingo, Rosetta 
Stones, VoLT, Rakuten’s Lingvistなど）は，教育的問題を解決するために豊富な教育デ
ータをキャプチャしている．これらのツールは，コンテンツ配信やAIの支援によるフィー
ドバック，自動反復，学習効果といった問題を主に解決している．このため，やる気のあ
る言語学習者の間では，u-learning や m-learning のツールが人気を集めている．これま
で，iKnow や Duolingo などのアプリケーションの登場により，学習者の語彙力を向上す
るための研究が盛んに行われている．これらのシステムは，学習者の語彙力に応じた文法
や単語を音声と共に学習することができるが，単語と画像を関連付けて推薦する機能は実
装されていない．人の脳のほとんどは視覚から情報を取得するため，単語を覚える場合も，
画像を用いて覚えることが非常に効果的である． 
 
一方，申請者の研究グループでは，スマートフォンやタブレット端末などのモバイル機器
や QR コード等のユビキタス技術を使用して，授業内・外の語彙学習支援を行う，
SCROLL(System for Capturing and Reminding Learning Log)と呼ばれるユビキタス語彙学
習支援システムの開発を行ってきた．しかしながら，現状のユビキタス語彙学習支援シス
テムは，ある単語を学ぶ際に，その単語に関する画像をカメラで写真を撮り，ログとして
記録する学習過程を要する．この学習過程の問題点として，単語を記録するたびに画像を
記録する作業を要するため，学習作業が多くなり，多くの学習者は，画像付きの単語より
も単語のみの学習ログを記録するようになる．また，ある単語に関する関連画像を推薦す
るサービスとして，代表的なものに Google や ImageNet の画像検索機能があるが，この機
能では，学習者の国籍や言語の違いから単語に対するイメージの解釈を認識することはで
きない． 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，語学学習支援システムを用いて収集することができる教育ビッグデータを用
いて，学習者の現在のコンテキストに応じた適切な画像を推薦する，Feature-based 
Context-specific Appropriate Images (FCAI)方式を提案する．この FCAIは，ユビキタス
学習環境内で収集した教育ビッグデータ内に含まれる単語，時間，場所，語彙レベルや画
像から，学習者のコンテキストに応じて，適切な学習教材を推薦することで，学習者の語
彙能力向上を目指す． 
 
本研究の目的は，次世代のユビキタス語彙学習支援のための最適な学習教材を推薦する学

習環境を実現することである．本研究の独創的な特色は， 
l 学習者の国籍ごとに物の見え方・感じ方の違いを認識 
l 学習者の状況に応じた適切な語彙学習支援 
l ユビキタス語彙学習における学習作業の効率化 

を実現する点である．これにより，国によって認識が違っていたイメージの解釈を学習者
間で共有し，深く学ぶことができるユビキタス学習環境を実現する． 
 
 
３．研究の方法 
 
研究方法として，さまざまな学習場所の言語学習者が記録したライフログ画像の内容を、AI を
利用して理解することを目的とし，ライフログ画像を分析するためのコンセプトフレームワー
クを提案した．コンセプトフレームワークは， FCAI レコメンデーションとライフログ画像分
析のための分散的意味モデル（Distributed Semantic Model：DSM）と呼ばれるものである．
DMS はこれまで，教師なし学習によって語彙獲得におけるボトルネックを解決するための有望
な手法として使用されており，それらの分散的表現は認知的妥当性と，意味情報の組織化と処
理のため堅牢で柔軟なアーキテクチャを提供している. 本研究で提案する DMS は，単語の意味
がその使用法から（少なくともある程度）推測できることを想定している. 提案したモデルを
図 1 に示す． 
 
 
 
 



 

 

 
 

図 1: 本研究で実現する次世代のユビキタス語彙学習環境 

 
 
このモデルでは，3つの独自の貢献を大幅に達成する予定である． 

• まず，さまざまな教育データ間の意味的類似性を定量化して分類する予定である．こ
の分析により，単語とその視覚的画像の特徴，学習コンテキスト，地理的位置，人口
統計情報，学習時間などの関係が理解できる． 

• 学習者の文化的関連と学習状況を反映した単語の画像表現を分析する予定である．こ
こでは，ユニークなパターンを見つけることを計画している． 

• アルゴリズムを実装することにより，特定の学習場所と学習コンテキストの下で単語
を最も正確に表すことができる最も適切な FCAI 画像を決定する．アルゴリズムの実装
の一環として，AIVAS-IRAアルゴリズムの基本コンポーネントを継承する予定である． 

  
独自のコンテキスト情報を抽出するために，人力による処理と，ディープ CNN ベースの教師な
し学習特徴抽出方法の両方を採用した．このモデルをテストするため，SCROLL サーバーに蓄積
されている 4720 のコンテキストイメージを分析した.  
 
４．研究成果 
 
このプロジェクトの成果は，ワードバンクの作成と画像分析ツールの開発，LFO パネルと呼ば
れるレコメンデーションツールの開発である． 
 
• ワードバンクの形成  

スクロールサーバーのデータから小規模なワードバンクを作成した．ワードバンクに
は，名詞・文・語句・乱数などの単語が含まれている．また，ワードバンクには分類され
ている語彙も含まれている．日本語の単語の分類には，日本語の文章を品詞（Parts of 
Speech ： POS）に分割するオープンソースの自然言語処理（Natural Language 
Processing：NLP）ツール Mecabを使用した．英文については，品詞でテキストに注釈を付
けるための NLPベースのツール TreeTaggerを使用した．ワードバンクの各単語は画像と共
に表示される．今後，このデータを研究コミュニティ間で共有することを目指す． 

 
• 画像から単語を生成するツール  

このツールは，i）⽣活における画像を分析して補助語彙のバッグを生成し，ii）学
習者に薦める上位 5 つの語彙を決定し，iii）各学習教材を自動的に作成する．このツ
ールは Cognitive Vision AIを使用して，RGB画像から豊富な情報を抽出する．画像の
場面を分析した後，外国語学習者が学習できる語彙のバッグを出力する．バッグとし
て集められた語彙はそれぞれ，オブジェクトタグ，オブジェクト名，説明，およびカ
テゴリで表される．このツールは，スマートフォンカメラと GoPro，MeCam，Looxcie，
Google Glass などのウェアラブルテクノロジーで利⽤できる．このシステムのアーキ
テクチャを図 2に，システムインターフェイスを図 3に示す． 



 
 

図 2: 本研究で提案した画像から単語を生成するツールのシステムアーキテクチャ 
 

 

 
 

図 3: 本研究で開発したシステムの UI 

 
 

• LFOパネル 
 

LFO（Learn From Others）パネルと呼ばれるレコメンデーションシステムを開発した．これは，

現実の学習ログを共有および再利用するための Web ベースのツールである．LFOパネルは，KNN

ベースのプロファイルと同様の方法で，上位 5名のピア(Learning partners)を決定する．LFO

パネルには，学習パートナーごとに 10個の現実の学習ログが（新しいものから古いものへ）表

示され，場所・時間・単語・年齢・国籍・言語レベルなどの教育ビッグデータを分析する．

LFOパネルには，FCAI 画像を含む Authentic ログと Partially-authentic ログを推奨できる. 

LFOパネルには，ログの視覚化のためのワードクラウドジェネレーターがある． 

LFOパネルの理論的フレームワークを図 4 に示す．また，LFOパネルの UIを図 5 に示す． 

 

 



 
 

図 4: LFOパネルの理論的フレームワーク 

 

 

 
 

図 5: 本研究で開発した LFOパネルの UI 
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